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本論では，保育者志望学生の実践力向上を目指して，乳幼児の運動の発達と援助を実践的
に学ぶ地域協働型授業に取り組んだ事例を報告した。この実践では，特に乳幼児の発達と援
助の技術，親子とのコミュニケーション，仲間とのチームワーク等を実際的に学ぶことを目
的とし，中でも運動の発達の理解と援助を身に付けることを主要なねらいとした。受講学生
が事後に記述した自己評価票の分析では，「援助の技術」を最も学ぶことができたという結
果を得て，授業の目的は概ね達成できていたと考えるが，幾つかの課題も明らかになった。
学生の記述を検討することを通して，最終的には事前・事後学習の内容の充実に関する授業
改善の視点等を得ることができた。 
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Ⅰ．保育者志望学生の実践力向上に向けて 
本論では，保育者志望学生の実践力向上
を目指して，乳幼児の運動の発達と援助を
実践的に学ぶ地域協働型授業に取り組ん
だ事例を報告する。この授業の概要を構想
から整理し，受講学生の自己評価の分析を
行うことにより，授業改善の視点を得たい
と考える。以上の成果は，これからの保育
者養成の教育課程を再考するための基礎
的資料としても活用できると考える。 
 人間としての基礎を培う乳幼児期の重
要性については，これまでに十分に認知さ
れてきたが，近年では，特に保育・幼児教
育の質の保証が強く問われている（ 1 ）
（OECD，2006）。これは世界的な動向であ
り，保育・幼児教育を支える保育者の資質
や保育者養成における教育課程の質の向
上は喫緊の課題である。第一筆者（新山）
は，保育者養成において，体育やダンス等，
身体活動に関連する科目を長年担当して
きた。授業では，実践力の向上を目指し，
身体を動かす体験を多く組み入れて，常に
乳幼児とのかかわりを想定しながら援助
の学習を進めてきた。学生同士で模擬保育
を行い，動画教材によって乳幼児の運動発
達を理解できるように工夫をしてきた。し
かし，本学のように付属の教育施設をもた
ない養成機関においては，乳幼児と触れ合
う機会が限られており，実際的な学習が圧
倒的に不足している。小川（2013）は，保
育者養成への提言の中で「幼児と行動する
には，幼児のペースに合わせなければなら
ない」（2）と述べている。乳幼児の微妙な動
きの速度や間隔，それらに基づく援助の好
機等は，実際に乳幼児とかかわって援助を
経験して獲得することが最も適切であろ
う。 
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Ⅱ．地域と協働する授業の構想 
 本学では，2010 年より岡山県が推進する
施策である「おかやま子育てカレッジ」（3）
事業により，学内に子育て広場を開設した。
「おかやま子育てカレッジ」は，大学の資
源を活用して地域の子育てを応援する事
業である。子育て広場には，子育て支援
NPO から専門の保育スタッフが派遣され
ており，３歳未満児とその保護者が多く集
い交流する。本学の子育てカレッジは，大
学が立地する総社市と岡山県の協力を得
ながら運営されており，「県大そうじゃ子
育てカレッジ」（4）と呼ばれ官学協働の基盤
をもつ。 
我々は，このような子育て広場のネット
ワークを活かして，先述の課題の解決を目
指し，乳幼児と直接かかわる実践的な授業
を構想することを試みた。対象とした授業
は「体育Ⅱ（運動遊び）」である。この授業
の一部を利用して，運動遊びができる環境
（室内プレイパーク）を学生と共に多目的
教室内に作り，広場に集う親子に遊びに来
てもらう計画を立てた。学生は遊びに来た
乳幼児の身体活動の援助を行い，保護者と
も交流しながら，発達や援助の在り方につ
いて学ぶ。総社市内には，本学以外に３か
所の子育て広場がある。運営に関わる子育
て支援 NPO の了承も得て，親子の来学を
誘う広報を広く行い協力を仰いだ。 
Ⅲ．授業の概要 
１．「体育Ⅱ（運動遊び）」について 
「体育Ⅱ（運動遊び）」は，保育士資格・
幼稚園教諭１種免許状を取得するための
本学保育者養成カリキュラムにおける必
修科目である。受講対象学生は，本学子ど
も学専攻３年生 20 名（2017 年度）である。
シラバスの概略は，資料１に示した。
前半では，縄やボール等の遊具の扱いや
援助について学び，授業の中でミニ運動会
等を企画・実施する。後半では，本論で着
目する地域協働型の実践を行う。多目的教
室に幼児用トランポリンやトンネル等を
配置して，室内プレイパークの環境を作り，
地域の親子に遊びへの参加を呼び掛ける。
「体育Ⅱ（運動遊び）」の授業では，以上の
内容を経験することにより，乳幼児の運動
遊びを援助するための知識・技能、思考力・
判断力・表現力，コミュニケーション，協
働性等を身に付けることを目指している。 
２．「からだわくわく遊び」の位置づけ 
「体育Ⅱ（運動遊び）」における地域協働
型の室内プレイパークの実践を，地域に発
信する際に親しみをもってもらうために
「からだわくわく遊び」と名付けた。「から
だわくわく遊び」は，「体育Ⅱ（運動遊び）」
の内容の中で最も重要な実践であり，総括
的な意味をもつ。 
この実践では，特に乳幼児の発達と援助
の技術，親子とのコミュニケーション，仲
間とのチームワーク等を実際的に学ぶこ
とを目的とした。中でも，運動の発達の理
解と援助を身に付けることを主要なねら
いとした。そのためには，事前学習の充実
が重要である。予備知識をもって実践を迎
えられるように事前学習の内容を精査し
た。また，地域の多くの親子に周知しても
らうことが不可欠である。１か月前から，
市内の子育て広場にチラシを配布，子育て
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広場のスタッフには趣旨を十分に説明し
て，多くの親子に参加してもらえるように
声掛けを依頼した。実践後には，資料２に
示した自己評価票を学生に記述させた。自
己評価票を授業改善や報告に活用するこ
とについては，学生に趣旨等を丁寧に説明
して許可を得た。これらの自己評価と課題
の記述については，第５章（Ⅴ）で詳細に
分析・考察する。 
 
Ⅳ．「からだわくわく遊び」の実践概要 
 
１．事前学習の内容 
（１） 発達の知識の補強と環境構成 
受講生である３年生は，既に保育内容５
領域（「健康」「人間関係」「環境」「言葉」
「表現」）の科目の履修を殆ど終えており，
幼稚園教育実習も終了している。乳幼児の
発達に関する基礎的な知識は身に付いて
いると考え，特に「からだわくわく遊び」
に参加する年齢児（１～２歳児）の身体的
な発達を中心にテキスト（5）や映像教材によ
り知識を補強することとした。 
そして，多目的教室に設置する遊具を選
び，乳幼児の遊びの動線を考えながら，環
境構成を行った。使用した主となる遊具は，
トランポリン，トンネル，ジャングルジム，
輪投げ，大型積み木である。その他，身体
的な活動に興味をもてない乳幼児のため
に，電車遊びができるテーブルとジャンベ
等を設置した太鼓遊びのコーナーも作る
ことにした。 
遊具の下には，フロアマットを敷き詰め
て，安全面に配慮した。以上，すべてを前
日の事前学習の時間に受講学生全員で設
営した。 
（２） 乳幼児の動きの予想と援助 
１つ１つの遊具については，グループに
分かれて乳幼児の動きの予想と対応する
援助を検討した。グループで考えた動きや
援助は，遊具ごとに黒板に記入して，学生
全員で適切かどうか再度検討して，共有し
た。以上の学習を指導計画として整理して
まとめたものが資料３である。 
（３）実践の締め括りとしてのリズム遊び 
 「からだわくわく遊び」は，一斉活動で
はなく，基本的に個々の親子のペースで遊
びが進行する。入退場や参加・不参加は自
由である。しかし，実践の時間が終了する
ときには，学生と終了時まで遊んだ親子全
員が対面して，楽しいひと時を過ごしてほ
しいと考え，実践の締め括りとしてリズム
遊びをすることにした（6）。また，小さなお
土産として色画用紙で制作した手作りバ
ッグを，帰り際に乳幼児 1 人 1 人に渡すこ
とにした。リズム遊びの選定と練習，バッ
ク制作も実践当日までに行った。 
 
２．「からだわくわく遊び」の実践 
「からだわくわく遊び」は，2017 年 11
月 15 日（13 時～14 時 45 分）に県大そう
じゃ子育てカレッジとの協働授業として，
岡山県立大学の多目的教室（リズムダンス
室）を中心会場として，学内子育て広場（チ
ュッピー広場）及びその周辺の中庭等を中
心に開催した。授業担当は，新山である。
学生（３年生 20 人）は，４つのグループに
分かれて，30 分ごとに持ち場（受付周辺・
中心会場・学内子育て広場とその周辺の中
庭）を回り，親子と交流することとした。
参加親子は 30 組で，０歳から３歳の乳幼
児 42 名が訪れた。学生が参加した乳幼児
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の名前を呼んで一緒に遊べるように，受付
で名札着用を依頼した。名札には年齢も記
載してもらった。参加した保護者には，授
業及び研究の趣旨を説明して，写真撮影の
許可と報告をする場合の写真使用許可を
得た。学生についても同様に許可を得た。
多目的教室の室内プレイパークの各遊び
場における乳幼児と学生の様子を，写真１
～写真５に示した。写真６は，室内プレイ
パークの全景である（7）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乳幼児は，入室時には少し緊張している
様子も見られたが，学生の誘いに応じてす
ぐに遊び始めた。次第に様々な遊具に取り
組み，活発に遊ぶことができた。学生は，
どの遊びの場においても，積極的・主体的
にかかわろうとする姿勢が見えた。保護者
は，援助の手が多い中で，安心して一緒に
遊んだり，見守ったりしていた。 
写真１．大型積み木で遊ぶ 
写真４．ジャングルジムで遊ぶ 
写真２．トンネルで遊ぶ 
写真５．輪投げで遊ぶ 
写真３．トランポリンで遊ぶ 
写真６．室内プレイパーク全景 
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資料１．「体育Ⅱ（運動遊び）」のシラバス概略 
■授業の目的 
１．乳幼児の運動遊びについて，発達を踏まえた適切な援助の方法を身に付ける。 
２．実際的な活動や体験を通して，保育・幼児教育に必要な思考力・判断力・表現力を身に付ける。 
３．保育・幼児教育における安全に対する考え方や安全な遊具の取り扱いを身に付ける。 
４．円滑なコミュニケーションや協働性を身に付ける。 
■授業スケジュール（全 15 回） 
第１回目 オリエンテーション・授業概要の説明 
第２回目 乳幼児の発達と遊具の特性の理解 なわ・ボール・大型遊具などを中心に 
第３回目 遊具の特性を活かした運動会種目を考えよう 
第４・５回目 考えた種目を試してみよう 
 第６回目 種目の練り直し・行事の指導計画と演技図作成 
第 7 回目 ミニ運動会の準備と役割分担 
第８・９回目 ミニ運動会開催 
第 10 回目 「からだわくわく遊び」事前学習① 概要と対象児の発達理解 
第 11 回目 「からだわくわく遊び」事前学習② 親子のための室内プレイパーク計画と準備 
第 12・13 回目 「からだわくわく遊び」実践と評価 
第 14 回目 子どもの身体と心を育てる地域の取組み 外部講師の講演と実技 
第 15 回目 実習に向けて・手作り遊具を作って遊ぼう 
 
資料２．自己評価票 
「体育Ⅱ（運動遊び）」・「からだわくわく遊び」の実践の評価 
（１）．「からだわくわく遊び」の事前学習と実践において，各観点別に振り返りを行い，自己評価を記
入してください。数字に〇を付けてください。 
５…よくできた ４…まあまあ良くできた ３…ふつう ２…あまりできなかった １…ほとんどできなかった 
観点 
学習 
発達の理解 援助の技術 
（環境構成含む） 
コミュニケー 
ション 
チームワーク 
事前学習（DVD 視聴・環
境整備・動きの予想や援助） 
１-２-３-４-５ 
 
１-２-３-４-５ １-２-３-４-５ １-２-３-４-５ 
実践「からだわくわく遊
び」 
１-２-３-４-５ １-２-３-４-５ １-２-３-４-５ １-２-３-４-５ 
 
（２）．「からだわくわく遊び」の事前学習と実践を総括して，最も学ぶことができたと思うことは以下
のどれですか？１つ選んで〇を付けてください。 
発達の理解   援助の技術   コミュニケーション   チームワーク 
また，選んだ理由を具体的な活動と関連させて以下に述べなさい。 
（３）．今回，遊びの援助を行う際に難しいと感じた場面はありましたか。特に身体的な活動場面に着
目して記述しなさい。また，そのような場面でどのように考えて対応したかも併せて記述しなさい。特
に援助が難しいと感じた場面がなかった人は「なし」と記入すること。 
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資料３．「体育Ⅱ（運動遊び）」・「からだわくわく遊び」（室内プレイパーク）の指導計画 
 
【子育て広場で見られる一般的な乳幼児（３歳未満児）の姿】  
・場に慣れるまで少し時間がかかったり，人見知りしたりする姿が見られる。 
・場に慣れると，気に入った遊具に触れたり，積極的に遊んだりする姿が見られる。 
・年齢的に他の乳幼児とかかわるよりも母親との関係が親密である。 
・並行遊びで，１つの遊びに集中する時間は短い。 
 
【「からだわくわく遊び」のねらいや内容】 
○母親や保育者（学生）に見守られながら，安心して好きな遊びに取り組む。 
・新しい場所や初めての遊具に慣れて，体を動かすことを楽しむ。 
・ジャングルジムやトランポリン等，興味のある遊具を見つけて，母親や保育者（学生）と一緒に遊ぶ。 
 
【予想される乳幼児の動きと保育者（学生）の援助・配慮】（遊具とのかかわりを中心に） 
○保護者と一緒に入室する。 
・明るい声で挨拶して入室を促し，緊張を解きほぐす。 
・保護者には荷物置き場の位置を伝え，好きな場所で自由に遊んでよい等，遊び方の簡単な説明をする。 
 
〇いろいろな遊具で遊ぶ。（下図参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教室の環境及び予想される乳幼児の動きと援助 
大型積み木で 
遊ぶ 
太鼓遊び 
の 
コーナー ○ジャングルジムで遊ぶ。 
・登るときに手で着実にジャ
ングルジムを掴んでいるか
確認する。 
・不安定な乳幼児には手で下
半身を支えたりして援助す
る。 
・滑り台部分で落ちないよう
に支える。 
 
○大型積み木で遊ぶ。 
・積み木が３歳未満児には重いので，ある程度組み立て
て，そこから遊びを促す。 
・高く積み上げた際に，崩れて積み木が直接当たらないよ
うに見守る。 
・重みがあるので，運んだり積んだりすることを助ける。 
○輪投げで遊ぶ。 
・実際にやって見せて，遊び
方が分かるようにする。 
・輪が散らかっていたら回
収して，乳幼児が気持ちよ
く遊びに取り組めるよう
にする。 
・乳幼児が投げようとして
いる気持ちを認める声か
けをする。 
○トンネルで遊ぶ。 
・組み立て式トンネルのため，倒れな
いように注意する。 
・２つのトンネルを連結して１つに
しているが，乳幼児の遊びの展開を
見て２つにしてもよい。 
・乳幼児がトンネルの中でぶつから
ないように，間をあけて誘導する。 
・進行方向が分かるように出口と入
口に立つ。 
○トランポリンで遊ぶ。 
・跳び終わりの降り方に注意する。 
・小さい年齢児はお尻をついて座って
跳ぶなど，弾む感じを楽しませる。 
・跳びたい乳幼児が多い場合は，10 回跳
ぶと次の人，などルールを作る。 
・トランポリン上に同時に何人も乗ら
ないように声をかける。 
輪投げで 
遊ぶ 
トンネル
で遊ぶ 
トラン 
ポリンで
遊ぶ 
電車遊び 
の 
テーブル 
ジャングル 
ジム（滑り
台付き） 
で遊ぶ 
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Ⅴ．学生の学びの様相 
 
１．学生の自己評価から 
自己評価票の質問（1）は，「わくわくか
らだ遊び」の事前学習と実践における観点
別の自己評価である。学びに対する個々の
達成感を評価するものである。よくできた
５点，まあまあよくできた４点，ふつう３
点，あまりできなかった２点，ほとんどで
きなかった１点として，観点別に集計した
（学生数 20 名，全員が「よくできた」を選
択した場合，最高点は 100 点）。結果は，次
のとおりである。事前学習においての総計
は，「発達の理解」74 点，「援助の技術」75
点，「コミュニケーション」79 点，「チーム
ワーク」81 点で，「チームワーク」が最も
高くなった。「からだわくわく遊び」実践に
おいての総計は，「発達の理解」76 点，「援
助の技術」77 点，「コミュニケーション」
87 点，「チームワーク」87 点で，「コミュニ
ケーション」と「チームワーク」が同点で
最も高くなった。「発達の理解」や「援助の
技術」については，４観点の中では学修が
未熟である（自身で「よくできた」とは言
い難い）が，「チームワーク」や「コミュニ
ケーション」については，達成感を感じら
れるやりとりや動きができたと推察する。
受講生は３年生で，これまでにグループに
よる演習や実習を多く経験していること
も関係すると考えられる。事前学習よりも
実践の方が全ての観点において，評点が高
くなり，実践の教育的価値が示唆された。 
 
２．実践から育成される力と学びの実感 
質問（2）は，「発達の理解」「援助の技術」
「コミュニケーション」「チームワーク」の
うち，事前学習と実践から最も学ぶことが
できたことは何かという質問で，次のよう
な結果が示された。「援助の技術」を選択し
た受講生が７名，「コミュニケーション」を
選択した受講生が５名，「発達の理解」を選
択した受講生が３名，「チームワーク」を選
択した受講生が２名であった。この質問で
は，「援助の技術」の選択が最も多かった。
選択理由を具体的な活動と関連させて記
述させたところ，以下のような記述が見ら
れた。紙幅の関係で「援助の技術」を中心
に代表的な記述を以下に示す。 
〔「援助の技術」を選択した学生 A の記述〕 
トンネルの中でなかなか進まない子どもがい
て，前方でお母さんが見えているのだが，横か
ら声をかけることが必要なこともあった。横か
ら声をかけると私に注目してしまい前に進め
ない子どももいて，横からお尻を支えて押して
あげた。発達や子どもの個性で援助の仕方を変
える必要があると学んだ。 
 
〔「援助の技術」を選択した学生 B の記述〕 
遊具１つ１つを見ていき，必要な援助や声かけ
を話し合って共有した。実際にやってみると，
トンネルにもたれかかる幼児や輪投げの棒を
抜いてバチにしてしまう幼児の姿が見られ，そ
の場その場で臨機応変に援助を変えていくこ
との必要性を改めて感じた。 
 
以上に見られるように「援助の技術」を
選択した学生は，乳幼児と実際に触れ合う
ことにより，発達を踏まえた上で意欲を助
長する援助や，思いがけない動きに対する
臨機応変な対応の必要性を強く実感して
いた。そのような実感を通して，援助の多
様性や幅広さを再確認し，自身の学びを深
めたと考えられる。 
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３．援助の難しさと自らの対応 
質問（3）は，援助が難しいと感じた場面
と，その時にどのように考え対応したかを
問うものであった。具体的に何が困難であ
ったのかを軸に記述された内容を KJ 法（7）
により，似た内容で分類して整理したとこ
ろ，概ね次の３つに総括することができた。
①乳幼児の発達に相応しい援助に関する
戸惑いや試行錯誤（８名），②乳幼児の意欲 
の受容と安全面の確保に関する葛藤（８
名），③乳幼児の意欲の受容と援助技術の
未熟さに関する葛藤（２名），である。①②
について，代表的な記述を以下に示す。な
お、特に難しい場面はなかったとして記述
のない学生は 20 名中２名であった。 
 
〔「①乳幼児の発達に相応しい援助に関する戸
惑いや試行錯誤」と捉えられる学生C の記述〕 
はなちゃん（仮名・１歳児）は，他児がトラン
ポリンをする姿をじっと見ていた。「やりたい
の」と問われるとうなずき，トランポリンの台
には上がるもののすぐに降りようとする。跳ね
ることができるように援助しても同様である。
しかし，降りた後にはまたじっと見るという様
子だった。跳ね方が分からない（１歳児なので）
ためだと思い，脇に手を入れて跳ねるような動
きを行ったり，「ぴょんぴょんしよう」と声か
けを行ったりした。 
 
〔「②乳幼児の意欲の受容と安全面の確保に関
する葛藤」と捉えられる学生 D の記述〕 
けい君（仮名・２歳児）は，大型積み木のコー
ナーで積み木を高く積んだり登ったりしてい
た。挑戦したり達成感を味わったりしてほしい
と思う反面，安全面で不安もあり，対応が難し
いと感じた。やりたい気持ちを尊重して積み木
を減らし，危ないからここまで等の声かけはし
なかった。今回は援助の人数が多く，一人一人
に対応できたが，現場では全体を見なければな
らないので行動を制限せざるをえないのでは
ないかと考える。 
以上の記述から，「わくわくからだ遊び」
に訪れる乳幼児は概ね３歳未満児である
が，一括りにすることはできず，１歳児と
２歳児であれば運動能力や関心事項にも
大きな違いがあることが分かる。安全面に
おいても事前学習で一通り想定はしてい
たが，発達や意欲との関連で対応の幅を広
げる必要があることが示唆される。運動の
発達を中心に，情緒等の心理面，及び社会
性等，発達全般に対する基礎知識を押さえ
た上で，適切な援助を考える必要がある。 
また，同時に，以上の記述からは，戸惑
いや葛藤を抱えることで，現在の自分の能
力で最善の対応を見つけようとする学生
の姿が浮かび上がる。保育者養成の身体活
動を伴う授業では，このような体験と思索
の繰り返しにより，学びが深化することが
重要であると考える。事後に，実践を振り
返り仲間と共有する時間を確保できると，
より学びが浸透するであろう。本実践では，
十分に時間を取ることができなかったの
で，事後学習の充実は課題である。 
保育実践は，綿密な計画により遂行され
るが，計画通りに進まないことも多々ある。
計画通りに進まない時に，乳幼児の姿を再
度よく観察し，援助しながら考えを巡らせ
る。そして，模索のうちに次の手立てを発
見できるということが，実践力の重要な部
分であると言えるだろう。保育者養成にお
ける地域協働型授業では，その一端が学べ
る可能性があると考えられる。地域協働型
授業を実施するためには，数か月前からの
関係機関との調整等が不可欠である。普段
の授業と比較して大変な側面もあるが，学
生は貴重な実体験を積み重ねることがで
き，教育的価値は高いと考えられる。 
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Ⅵ．総括及び課題 ―授業改善に向けて― 
 
本論では，保育者志望学生の実践力向上
を目指して，乳幼児の運動の発達と援助を
実践的に学ぶ地域協働型授業に取り組ん
だ事例を報告した。この実践では，特に乳
幼児の発達と援助の技術，親子とのコミュ
ニケーション，仲間とのチームワーク等を
実際的に学ぶことを目的とし，中でも，運
動の発達の理解と援助を身に付けること
を主要なねらいとした。 
受講学生の自己評価票の分析では，「援
助の技術」を最も学ぶことができたという
結果を得て，授業の目的は概ね達成できて
いたと考えるが，幾つかの課題も明らかに
なった。課題を注視して，授業改善に繋げ
ることが必要である。 
学生の記述を詳細に検討して，授業改善
の視点を次のように総括した。第一に，運
動の発達を中心に，発達全般について基礎
知識を再確認する。第二に，運動への意欲
を受容しつつ，安全面への配慮を行う保育
の在り方について考える。第三に，保育で
経験した困惑や葛藤を事後に省察し，より
良い対応を検討する。以上，事前・事後学
習の内容の充実に関連する３点である。具
体的には，事前学習における，より実際的
な援助のシミュレーションや事例検討，事
後に仲間と省察を共有する時間をもつ，こ
と等が有効ではないかと考える。 
今後は，以上の視点をもとに授業改善に
取り組み，内容をさらに精査して授業及び
授業実践研究を継続する予定である。また，
本学保育者養成カリキュラムの他科目に
おいても独自の教授内容を工夫している
授業がある。それらの科目との連携や共同
研究等の可能性も検討し，養成カリキュラ
ム全体の質の向上を目指したいと考える。 
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Incorporating Regional Collaborative Courses for Practical Learning of Early 
Childhood Physical Development and Support: A Case of “Physically Active Play”  
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Faculty of Health and welfare Science, Okayama Prefectural University 
 
Abstract 
This paper reports a practice incorporating a regional collaborative course for the 
practical learning of early childhood physical development and support to improve the 
practical skills of students wishing to be professional childcare providers. This 
practicum’s objectives were practical learning of early childhood development and 
support skills in particular as well as parent–child communication and teamwork with 
colleagues; the purpose was to acquire an understanding of physical development and 
support.  
Analysis of the self-assessment surveys completed by students after the practicum 
revealed that students were able to learn the most about “support skills,” and although it 
seems the course objectives were mostly achieved, several problems were also observed. 
Examining the students’ descriptions ultimately led to recognizing the need for course 
improvement related to enhancing pre-and post-course learning content.  
 
Key words：early childhood, physical development, support, incorporating regional 
collaborative courses 
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